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支出 収入

平成２5年度の茨城県の当初予算を“家計簿”に例え、
昨年度（平成２4年度当初予算）と比較してみました

いばらき家の家計簿
平成25年度茨城県一般会計予算（当初）平成２5年度

当初予算

家計簿1万円＝県予算10億円
(　)内はH24との比較

平成25年度当初予算については 検索茨城県予算

給与（基本給）･･････････ 368万円
県税

パート収入 ･･････････････ 25万円
使用料・手数料など

給与（諸手当） ･････････ 221万円
地方交付税など

預金引き出し ････････････ 49万円
繰入金

ローン借入 ･････････････ 148万円
県債
（資産形成43万円、消費105万円）

繰越金 ･･････････････････ 1万円
前年度からの繰越金

合計･･････････････････ 1,078万円

友人からの援助 ･････････ 128万円
国庫支出金

子どもの事業からの返済･･138万円
諸収入

（+6）

（△8）

（　-）

（+12）

（△14）

（△5）

（　-）

（△21）

（△30）

ローン残高 ･･････････ 2,083万円

債務負担予定額、公営企業・三セクへの負担、
退職手当等の将来負担見込（対H22決算△33）

（+18）

連帯保証等(H23決算)･･･

県債残高
（資産形成1,304万円、消費779万円）

普通預金残高･･････････16万円
一般財源基金残高 （+8）

合計 ････････････････

生活費･････････････････368万円
　人件費、物件費　　　　　　　

医療・介護・教育費など･･293万円
　扶助費、補助費等　　　　　　

家の修復・防災対策など･･136万円
　投資的経費、維持修繕費   　　

子どもの事業への貸付など･132万円
　貸付金、繰出金　　　　　　　

ローン返済･････････････145万円
　公債費（元金117万円、利子28万円）

預金（子育て、健康等）････4万円
　積立金　　　　　　 　　　　　

（△30）

（+1）

（+2）

（△22）

（△8）

（+10）

（△13）

1,078万円

617万円

鈴
木
亮
寛
委
員
（
自
民
）　

み
ら
い
平
地
区

に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
五
月
の
事
業
認
可

よ
り
約
二
十
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
間
も

な
く
地
区
内
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

造
成
工
事
な
ど
が
お
お
む
ね
完
了
し
、
近
い

う
ち
に
換
地
処
分
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
み
ら
い
平
地
区
の
土
地
分
譲
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

今
後
は
、
常
磐
道
よ
り
西
側
エ

リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
活
用
し
た
住
宅
街
区
の
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
商
業
・
業
務
系
を
は
じ
め
、
生
活

利
便
施
設
な
ど
の
誘
致
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
郷
土
教
育
の
推
進
、
消
防
無
線
と

指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
化
計
画
な
ど
も
質
問
）

宮
﨑
勇
委
員
（
自
民
）　

喫
煙
は
人
の
健
康

だ
け
で
は
な
く
、
医
療
費
の
増
大
や
労
働
力

の
損
失
な
ど
の
社
会
的
損
失
も
大
き
い
。
喫

煙
者
を
減
ら
し
、
県
民
の
健
康
や
財
産
を
守

る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
禁
煙
対
策
を
進

め
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
た
に
作
成
し
た
「
健
康

い
ば
ら
き
21
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
平
成
二
十

九
年
度
ま
で
に
、
喫
煙
率
を
現
在
よ
り
男
性

で
11
・
６
ポ
イ
ン
ト
、
女
性
で
５
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
重
点
目
標
と
し

て
設
定
し
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

健
康
影
響
に
つ
い
て
の
啓
発
の
強
化
や
、
禁

煙
支
援
を
行
う
相
談
機
関
を
さ
ら
に
増
や
す

な
ど
の
体
制
整
備
を
進
め
、
目
標
達
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
、
看
護
職

員
の
職
場
環
境
の
充
実
も
質
問
）

齋
藤
英
彰
委
員
（
民
主
）　

地
域
の
中
核
と

な
る
医
療
機
関
の
施
設
整
備
へ
の
支
援
が
重

要
で
あ
る
が
、
日
製
日
立
総
合
病
院
の
震
災

復
旧
支
援
や
、
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
と
秦

病
院
の
建
て
替
え
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

日
製
日
立
総
合
病
院
で
は

耐
震
性
を
備
え
た
新
棟
の
建
設
を
進
め
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
整
備
を
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も
本
館
棟

の
整
備
に
対
し
、
地
域
医
療
再
生
基
金
や
耐

震
化
基
金
を
活
用
し
て
補
助
を
行
い
、
早
期

復
旧
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
北
茨
城
市
立

総
合
病
院
と
秦
病
院
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
の

基
金
を
活
用
し
、
適
切
な
医
療
提
供
体
制
の

早
期
確
保
を
支
援
す
る
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
防
止
、
茨
城
港
日
立
港

区
の
復
旧
状
況
と
利
活
用
展
開
な
ど
も
質
問
）

西
野
一
委
員
（
自
民
）　

県
産
材
の
利
活
用

の
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
住
宅
市
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
優
れ
た
木
材
の
安
定
供

給
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
幅
広
い
年
齢

層
に
木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
産
材
を
使
用
し
た
木
造

住
宅
建
築
へ
の
補
助
や
学
校
で
の
木
製
品
導

入
支
援
の
ほ
か
、
森
林
林
業
体
験
学
習
で
の

木
工
教
室
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
木
に
親

し
む
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、「
い
ば
キ
ラ
Ｔ

Ｖ
」
な
ど
で
幅
広
い
世
代
に
木
の
良
さ
や
県

産
材
を
使
う
こ
と
の
意
義
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
企
業
誘
致
の
推
進
、
茨
城
マ
ル

シ
ェ
の
運
営
な
ど
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
（
自
県
ク
）　

つ
く
ば
国
際

戦
略
総
合
特
区
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

進
め
て
い
る
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
※
が
実
用
化
す
れ
ば
、

本
県
が
が
ん
治
療
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
産
業
と
し

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
の
実
用
化
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
と

知
事
の
決
意
は
。

知
事　

加
速
器
の
稼
働
、
臨
床
実
験
、
先
進

医
療
の
承
認
を
経
て
本
格
的
な
治
療
に
入
る

計
画
で
あ
る
。
特
区
制
度
を
利
用
し
、
国
と

運
用
面
で
の
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
は
実
用
可
能
性
、
新
産
業
創
出
の
期
待
が

高
い
。
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
に
普
及
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
治
験
事
業
、

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
導
入
な
ど
も
質
問
）

神
達
岳
志
委
員
（
自
民
）　

大
型
公
共
投
資

の
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
十
五
ヶ
月
予
算
の
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
発
注
者
が
計
画
を
立
て
、

工
事
発
注
の
過
度
な
集
中
に
よ
る
建
設
業
者

や
資
機
材
の
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、
円
滑

な
事
業
の
執
行
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

発
注
の
平
準
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

速
や
か
に
十
五
ヶ
月
予
算
の
発

注
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
早
期
発
注
に

努
め
て
い
く
。
年
度
途
中
に
お
い
て
も
、
工

事
入
札
の
不
調
・
不
落
と
い
っ
た
建
設
業

者
の
受
注
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
随
時
発
注

計
画
を
見
直
す
な
ど
、
技
術
者
や
資
機
材
の

確
保
に
配
慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
執
行
に

努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ス
ラ
イ
ド
制
度
の
活
用
、
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
推
進
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

将
来
負
担
比
率

の
改
善
に
は
、
県
債
残
高
の
縮
減
に
加
え
、

保
有
土
地
に
係
る
将
来
負
担
見
込
額
を
含
む
、

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予
定
額
や
、

出
資
法
人
な
ど
へ
の
損
失
補
償
の
削
減
が
必

要
で
あ
る
。
過
去
の
負
の
遺
産
を
迅
速
に
整

理
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
財
政
健
全
化

に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

財
政
健
全
化
に
は
将
来
負
担
額
の
縮

減
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
県
出
資
団
体
等
調

査
特
別
委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
、
保
有
土

地
の
対
策
前
倒
し
と
早
期
処
分
を
進
め
る
。

ま
た
、
事
務
事
業
見
直
し
な
ど
の
歳
出
削
減
、

県
税
徴
収
率
向
上
な
ど
の
歳
入
確
保
と
併
せ
、

企
業
誘
致
や
産
業
振
興
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

（
ほ
か
に
、
工
業
団
地
造
成
委
託
債
務
確
定

に
係
る
譲
渡
債
務
、
中
小
企
業
金
融
支
援
な

ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

東
海
第
二
発

電
所
は
運
転
開
始
か
ら
三
十
四
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
に
伴
う
危
険
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

知
事
は
廃
炉
を
決
断
し
、
国
と
日
本
原
子
力

発
電
に
対
し
廃
炉
と
廃
炉
管
理
を
安
全
に
行

う
よ
う
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
七
月
以

降
、
新
た
な
安
全
基
準
に
基
づ
き
全
国
の
発

電
所
の
安
全
審
査
を
順
次
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
東
海
第
二
発
電
所
は
未

定
で
あ
り
、
再
稼
働
の
判
断
は
か
な
り
先
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
原
子
力
発
電
の

将
来
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
構
築
し
て
い
く
中
で
、
国
が
考
え
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
策
、
賃
上
げ
促
進
策
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

救
急
医
療
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
な
ど
に

診
療
可
能
な
医
療
機
関
を
案
内
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
に
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
事
例
が

あ
っ
た
。
県
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

体
制
を
築
く
た
め
現
場
の
果
た
す
機
能
や
役

割
を
確
認
す
る
検
証
体
制
が
必
要
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
検
証
に
お
い
て
県

民
へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
現
場
へ
の
抜
き
打
ち
の
電
話
な

ど
現
場
の
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
強
化
や
委
託
先

の
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

強
化
に
よ
り
、
窓
口
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
山
漁
村
の
維
持
確
保
対
策
、

安
心
で
き
る
防
災
減
災
対
策
な
ど
も
質
問
）

※【BNCT】…がん細胞に取り込まれたホウ素薬剤と小型加速器などから得られる中性子との反応を利用して、正常な細胞を傷つけることなく、がん細胞だけを
選択的に破壊する新しいがんの治療法。

ことば

予 算 特 別 委 員 会

鈴す
ず
き木　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

宮み
や
ざ
き﨑　

　

勇
い
さ
む　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤　

英ひ
で
あ
き彰　

（
民　

主
　

党
）

西に
し
の野　

　

一
は
じ
め　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

江え

だ田　

隆た
か
の
り記　

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

神か
ん
だ
つ達　

岳た
け
し志　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

八や
し
ま島　

功い
さ
お男　

（
公　
　

明　
　

党
）

大お
お
う
ち内

久く

み

こ
美
子　
（
日
本
共
産
党
）

石い
し
い井　

邦く
に
か
ず一　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


